
■８号館

階

乗用EV着床階

屋上階

■A棟

階

■C棟

新庁舎
正面玄関

連絡通路

B3 トレンチ B2 設備諸室

エントランスホール 共用部諸室

B2 B1

内閣府・
内閣官房

①部局A-1

設備諸室

B1 １
設備諸室

共用部

４ ３

３ ２

B1
共用部 共用部諸室 福利厚生諸室

１ 渡り廊下 B1 連絡通路 ２
①部局A-1

内閣府・
内閣官房

①部局F-1

２ 渡り廊下 １

中
層
階

①部局D-1～D-10８

７ ６

６ ５

低
層
階

①部局A-1
②部局B-1
③部局C-1

５ ４

1

B2

添付資料4-7 階構成の考え方

以下の階構成の考え方に基づき部局を配置すること。なお、諸室の配置については、
【添付資料４－６】主要諸室の性能特記事項、【添付資料４－２】各室性能表に示す。
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乗用EV着床階凡例

EV全数停止範囲
EV１基以上停止範囲

※全階停止の人荷共用ＥＶ1基以上設置すること。非常用ＥＶとの兼用を可能とする。

※部局頭の番号（①、②･･･）は各階層において低層階に配置する優先順位を示す。

※部局A～Dは専用階を基本とするが、同一階に配置してもよい。同一階とする場合は、そ

れぞれ部局専用廊下を確保し、部局ごとのセキュリティを確保する。（部局D-1～D-10の

部局専用廊下は共有可能とする。）

※部局の配置関係は原則上図の通りとするが、事業者の提案により、指定された階層をま

たいで配置してもよい。（中層階最下部指定の部局を低層階最上部に配置する等）
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